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猫
瞞
し

猫
瞞
し

こ
ま
ね
こ
ま
つ
り
で
お
披
露
目
さ
れ
た
創
作
狂
言

『
猫
瞞
し
』
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
狂
言
師
を
名
乗
る
河

田
全
休
氏
に
よ
る
こ
ま
ね
こ
ま
つ
り
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

創
作
狂
言
で
す
。

　

当
地
峰
山
に
は
石
工
の
名
工
が
多
い
と
聞
き
、
石

像
猫
の
製
作
を
頼
も
う
と
訪
ね
る
と
、
出
会
っ
た
石

工
は
、
明
日
に
で
も
完
成
す
る
と
豪
語
す
る
。
訝
し

な
が
ら
も
仕
上
が
り
を
見
に
行
く
と
な
ん
と
も
滑
稽

な
姿
の
猫
像
が
。
驚
い
て
石
工
に
会
い
に
行
く
と
作

り
直
す
と
約
束
し
、
再
度
見
に
行
く
と
更
に
滑
稽
な

姿
に
。
実
は
自
称
石
工
自
身
が
石
像
に
化
け
て
瞞
そ

う
と
し
た
も
の
で
、
作
品
の
滑
稽
な
姿
に
驚
き
、
石

工
に
文
句
を
言
い
に
行
く
、
ま
た
作
品
を
見
に
行
く

と
ま
た
滑
稽
な
姿
が
。
と
い
う
場
面
が
繰
り
返
さ
れ
、

軽
妙
な
や
り
と
り
に
観
客
は
思
わ
ず
引
き
込
ま
れ
て

い
き
ま
す
。

　

実
際
の
狛
猫
の
作
者
は
、
鱒
留
村
の
石
工
、
長
谷

川
松
助
で
す
。
丹
後
に
多
く
の
石
像
物
を
製
作
し
た

名
工
と
し
て
名
を
遺
し
、
狛
猫
の
親
子
像
に
も
見
ら

れ
る
よ
う
な
慈
愛
溢
れ
る
作
風
は
、
猫
瞞
し
の
登
場

人
物
と
は
正
反
対
で
す
が
、
当
地
に
数
多
の
石
造
物

を
遺
し
た
松
助
の
功
績
に
ま
で
思
い
を
巡
ら
す
こ
と

の
出
来
る
演
目
と
な
り
ま
し
た
。
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初    
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※

元
日
午
前
零
時
よ
り
、

　

峰
翔
会（
こ
ん
ぴ
ら
さ
ん
応
援
団
）が

　
「
甘
酒
」の
無
料
接
待
を

　
　

ご
奉
仕
い
た
し
ま
す
。

大
晦
日
よ
り
終
夜
参
拝

三
ヶ
日　

御
神
酒　

授
与

正
月
縁
起
物
多
数

神
守
札
授
与
所

  

一
日　

午
前
0
時
〜
2
時

三
ケ
日　

午
前
8
時
〜
午
後
6
時

一
月
十
四
日（
日
）
午
前
七
時
〜

　

焼
納
祭（
ど
ん
ど
焼
）

　
　

お
正
月
飾
り
な
ど
は
当
日
ま
で
に

　
　

お
持
ち
下
さ
い

令 
和 

七 

年

 
祭
行
事
の
ご
案
内

ご
案
内

四
月  

九
・
十
日（
水
･
木
）
春
季
大
祭

七
月
九
・
十
日（
水
･
木
）
夏
季
大
祭

七
月
二
十
九
日（
火
）

水
無
月
祭

十
月  

十
二
日（
日
）

例
祭
神
輿
渡
御
祭

狛猫お守り 700円 狛猫絵馬 700円

「
狛
猫
朱
印
」

　

初

穂

料

五
〇
〇
円

用
紙
で
の
授
与
に
な
り
ま
す

朱
印
は
お
参
り
の
方
に
だ
け

授
与
し
ま
す

お
一
人
一
枚
限
り



　

初
代
長
谷
川
松
助
（
一
七
七
九
ー
一

八
五
三
）
は
鱒
留
村
で
生
ま
れ
、
京
都

白
川
で
石
工
の
修
行
を
経
て
帰
郷
し
、

当
地
が
良
質
の
石
材
産
地
で
あ
る
こ
と

を
背
景
に
故
郷
鱒
留
で
開
業
し
ま
す
。

　

当
社
に
は
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）

大
鳥
居
、
文
政
八
年
（
一
八
二
四
）

粟
島
神
社
前
の
狛
犬
一
対
、
天
保
三
年

（
一
八
三
二
）
阿
形
の
狛
猫
を
遺
し
て

い
ま
す
。
境
内
参
道
に
は
九
対
も
の
石

像
狛
犬
が
あ
り
ま
す
が
、
松
助
の
作
品

の
完
成
度
は
群
を
抜
い
て
い
ま
す
。

　

吉
原
の
常
立
寺
、
弥
栄
町
黒
部
の
福

昌
寺
、
宮
津
市
日
ヶ
谷
の
天
長
寺
に
は

赤
子
を
抱
い
て
慈
愛
に
満
ち
た
お
姿
の

子
安
地
蔵
が
あ
り
、
狛
猫
親
子
像
の
作

風
に
も
通
じ
ま
す
。

　

府
下
最
大
の
地
蔵
菩
薩
立
像
、
大
宮

町
上
常
吉
の
平
地
地
蔵
尊
は
天
保
四
年

（
一
八
三
三
）
の
建
立
で
阿
形
狛
猫
の

翌
年
で
す
。
当
時
は
秘
せ
ら
れ
て
い
た

地
蔵
尊
建
立
の
真
意
は
、
そ
の
十
年
前

に
宮
津
藩
領
内
で
起
き
た
文
政
一
揆
で

亡
く
な
っ
た
義
民
の
供
養
で
す
。
製
作

作
業
の
重
な
る
頃
か
も
知
れ
ず
、
一
方

で
は
丹
後
ち
り
め
ん
の
守
護
神
に
仕
え

繁
栄
を
祈
り
希
望
に
満
ち
た
狛
猫
像
製

作
と
の
明
暗
に
松
助
の
想
い
は
如
何
ば

か
り
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

こ
ま
ね
こ
ま
つ
り
に

　

こ
ま
ね
こ
ま
つ
り
に

　

「
こ
ま
ね
こ
」
が
や
っ
て
く
る
！

　

「
こ
ま
ね
こ
」
が
や
っ
て
く
る
！

　

コ
マ
撮
り
ア
ニ
メ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
、

ド
ワ
ー
フ
の
「
こ
ま
ね
こ
」
が
こ
ま
ね

こ
ま
つ
り
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
動
画

紹
介
や
グ
ッ
ズ
販
売
が
あ
り
、
十
二
月

の
手
づ
く
り
市
で
も
ド
ワ
ー
フ
こ
ま
ね

ド
ワ
ー
フ
こ
ま
ね

こ
フ
ェ
ス
タ

こ
フ
ェ
ス
タ
と
し
て
賑
や
か
に
開
催
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
も
九
月
二
十
二
日
（
日
）
を
中

心
に
様
々
な
企
画
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
に
続
き
「
丹
後
ち
り
め
ん
こ
ま
ね

「
丹
後
ち
り
め
ん
こ
ま
ね

こ
守
り
」

こ
守
り
」
は
当
社
紅
葉
で
染
め
た
糸
で

織
ら
れ
た
生
地
で
縫
製
、
神
符
を
蚕
の

繭
に
包
ん
で
納
め
、
実
行
委
員
が
一
体

一
体
手
づ
く
り
し
て
製
作
、
当
日
限
定

で
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

九
月
二
十
一
日
（
土
）
午
後
、
本
殿
で

の
「
こ
ま
ね
こ
ま
つ
り
祈
願
祭
」
斎
行
を

皮
切
り
に
、
狂
言
師
・
河
田
全
休
さ
ん

の
親
子
狂
言
体
験
会

親
子
狂
言
体
験
会
で
楽
し
く
狂
言
教

室
が
開
催
さ
れ
、
夕
刻
か
ら
は
夜
灯
り

夜
灯
り

こ
ま
ね
こ
狂
言
会

こ
ま
ね
こ
狂
言
会
で
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
創

作
狂
言
「
猫
瞞
し
」
な
ど
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

　

九
月
二
十
二
日
（
日
）
当
日
は
生
憎

の
雨
模
様
と
な
り
ま
し
た
が
、
境
内
で

は
こ
ん
ぴ
ら
手
づ
く
り
市

こ
ん
ぴ
ら
手
づ
く
り
市
を
中
心
に
、

池
田
修
造
氏
の
「
猫
の
目
」
展

「
猫
の
目
」
展
、
ね
こ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
陶
器
ね
こ
・
ね
こ
面

陶
器
ね
こ
・
ね
こ
面

ペ
イ
ン
ト

ペ
イ
ン
ト
、
吉
村
商
店
と
同
時
開
催
の

丹
後
丹
後
縮
緬
つ
る
し
飾
り
展
示

縮
緬
つ
る
し
飾
り
展
示
、
ね
こ
会

議
の
う
ち
の
シ
ロ
知
り
ま
せ
ん
か

う
ち
の
シ
ロ
知
り
ま
せ
ん
か
、
峰

山
」
を
テ
ー
マ
に
こ
ま
ね
こ
ウ
ォ
ー
ク

を
開
催
、
総
勢
五
十
名
が
参
加
し
、
日

進
製
作
所
創
業
記
念
館
、
吉
村
商
店
、

染
色
工
房
嶋
津
を
訪
問
す
る
な
ど
し
、

午
後
か
ら
会
館
で
は
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア

ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア

に
ゃ
ウ
ン

に
ゃ
ウ
ン 

Ｖ
Ｏ
Ｌ
７

Ｖ
Ｏ
Ｌ
７
が
開
催
さ
れ
、

新
た
な
項
目
が
編
集
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
福
知
山
公
立
大
学
小
山
元
孝

教
授
の
ゼ
ミ
生
が
多
数
参
加
し
て
、
狂

言
会
の
ス
タ
ッ
フ
や
ウ
ォ
ー
ク
の
案
内

ガ
イ
ド
な
ど
も
つ
と
め
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
京
丹
後
局
の
こ
ま
ね
こ
ま
つ
り
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
の
製
作
も
行
う

な
ど
大
活
躍
で
し
た
。

　

 

こ
ま
ね
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つ
り

こ
ま
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こ
ま
つ
り
20242024 

開
催
開
催

高
茶
道
部
の
お
呈
茶
席

お
呈
茶
席
、
北
近
畿
鉄
道

ビ
ジ
ネ
ス
の
こ
ま
ね
こ
鉄
道
フ
ェ
ス
タ
、

京
丹
後
警
察
署
の

展
示
展
示
な
ど
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

九
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で

は
白
銀
の
田
中
家
具
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
第

４
回
大
丹
後
ネ
コ
派
て
ん

４
回
大
丹
後
ネ
コ
派
て
ん
が
開
催
さ
れ
、

二
十
数
名
の
手
に
よ
る
ネ
コ
に
因
ん
だ

ア
ー
ト
作
品
の
展
覧
会
が
好
評
の
う
ち

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

十
月
十
九
日
（
土
）
は
羽
衣
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
「
て
く
て
く
わ
が
ま
ち
再
発
見
」

と
の
共
催
で
「
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
峰

「
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
峰

　

石
工　

長
谷
川
松
助

　

石
工　

長
谷
川
松
助 

　

奉
納
御
礼

奉
納
御
礼

祭
礼
献
燈

高
張
提
灯　

九
張

峰
山
商
業
開
発
株
式
会
社

様

（
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
マ
イ
ン
）

　

令
和
六
年
七
月

　

令
和
六
年
七
月

山
」
を
テ
ー
マ
に
こ
ま
ね
こ
ウ
ォ
ー
ク

を
開
催
、
総
勢
五
十
名
が
参
加
し
、
日

進
製
作
所
創
業
記
念
館
、
吉
村
商
店
、

鉄
道

ス
タ
、

近
畿
鉄

山

を
テ

マ
に

ま
ね

ウ
ォ

鉄
道

皮
切
り
に
、
狂
言
師
・
河
田
全
休

猫の目展 大丹後ネコ派てん

丹後ちりめん こまねこ守手づくりで奉製

手づくり灯籠の夜灯り 当日は生憎の雨模様

丹後縮緬つるし飾り

阿形 狛猫

ドワーフの こまねこ がやってきた

こまねこウォーク 吉村商店

平地地蔵尊 粟島神社 狛犬

夜灯りこまねこ狂言会 親子狂言体験会


